
・山場の取り組みにむけ全組合員の意思統一を行なおう！
・「全国統一職場集会」「常駐体制」への結集を

組合員に呼びかけよう！
・職場実態を訴えるため「ＦＡＸ行動」の準備を行なおう！

ＪＲ貨物労組

日本貨物鉄道労働組合 中央本部組織部
組織部速報 ２０２５年１０月２７日

Ｎｏ．１１

中央本部は本日、第２回交渉を行ない、「ＪＲ貨物の信頼回復
に向けた組合員の奮闘」「今夏の大幅な列車遅延に対する苦労」
「人材の確保・離職防止に向けた賃金・労働条件の改善」など、
要求の根拠について主張しました。会社は「組合の主張を受け止
め社内で議論する」としながらも、「上半期の決算は楽観できな
い」とし、慎重な姿勢を示しました。
年末手当獲得にむけ組織一丸となった闘いを展開するため、職

場からの創意工夫した取り組みを要請します。

次回、第３回交渉は１１月１０日（月）です。

２０２５年度年末手当 第２回交渉
要求の根拠を主張！

闘争ゾーン

http://www.jrfu.net/

多くの組合員を結集させ、
職場から闘いを創り出そう！

１０月２７日 第２回交渉（要求の根拠）
～１１月１０日 第３回交渉（会社の考え方）の間

＜全国統一職場集会日  １１月１３日（木）＞
組合の要求やこれまでの交渉の状況を共有し、各地本・支部・
分会での参加目標達成にむけて、組合員と語り合い、集会・座談
会・常駐体制への参加を呼びかけよう！
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